
（社）静岡県土木施工管理技士会　「工事論文応募作品」

工事名：　　　平成18年度　１号蒲原中部橋梁補強工事

応 募 者：　　鈴与建設株式会社 　　　監理技術者：　伏見公年　　　現場代理人：　青木一敏　　

  国道1号線は、大規模地震時における救助、救援活動や緊急物資輸送のためにきわめて重要な役目を
担う第一次緊急輸送道路に指定されています。大規模災害時でも安全に通行可能なように、橋梁の耐震
補強や桁の変位制御・落橋防止等の取り組みが重点的に進められています。
　本工事は、国道１号バイパス蒲原高架橋の耐震補強工事で、橋脚にコンクリートを巻き立てることや梁
の補強として炭素繊維シートを巻き立てをすることで、橋脚の地震時の耐力を向上させました。
　今回の応募作品は、追加特記仕様書の条件である取り壊し機械の種類、海岸保全区域の風浪期によ
る期間の対応や当初設計及び施工途中に生じる設計変更の内容に対する施工上の留意点について、現
場からの声として説明をさせて頂きます。
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≪説明内容一覧≫

１．【場所】ライナー土留め工法の検討
  P89（上り線）の橋脚は、約1.5～2.0mの仮設土留めを矩形ライナーﾌﾟﾚｰﾄ工法として設計されていました。
しかし、現況の作業ヤードや近接自動車工場前の道路幅員等を考慮すると、ライナー工法の施工では不
適切と判断しました。このことで、施工ＶＥとしてコストダウンを考慮した工法の代替案を提案協議しました。
工法については施工承諾をしてもらいましたが、ＶＥとしての提案は、施工計画で事前に記載して審査が
なかったために承認をしてもらえなかった案件です。

２．【構造】既設橋脚に対する吹付モルタル厚さの状況
　高架下の側道（町道側）は、建築限界（車道）を確保するため、既存の橋脚の1面に補強鉄筋（帯筋）を
配置し、それを覆うように特殊けモルタル（最低かぶり20ｍｍ）を吹付ける工法です。
この工法は、既設の橋脚面の凹凸に材料の食い込みが影響しました。その内容について説明します。

３．【安全】地域貢献と安全対策の工夫　
　今回、現場で実施した多くの地域貢献や安全対策の中で、代表的な項目について説明します。
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（１）工事名称 平成１8年度　１号蒲原中部橋梁補強工事

（２）工事場所 静岡県静岡市清水区蒲原小金

（３）工　　期 自　平成１８年　９月　８日
至　平成２０年　３月　７日

（４）請負金額 ￥228,375,000－（消費税を含む）

（５）発 注 者 国土交通省　中部地方整備局
静岡国道事務所　管理第二課

（６）請 負 者 鈴与建設株式会社　本社　土木工事部
〈所在地〉静岡県静岡市清水区松原町５－１７

（７）工事目的 橋梁維持修繕工

（８）工事内容 蒲原高架橋の下部工補強工事
単　位 数　量

RC橋脚コンクリート巻立て工　20基 基（柱） 20（40）
施工条件 作業土工　床掘り m3 2600

　　　　　　　埋戻し m3 2500
コンクリート削孔φ65・φ32 箇所 480
下地処理（バキュームブラスト工法） m２ 1541
鉄筋　Ｄ16・Ｄ22・Ｄ25・Ｄ29・Ｄ51 ｔ 174

技術提案 鉄筋機械継手　D16・Ｄ22・Ｄ25・D29 箇所 4182
型枠 ｍ2 2332
吹付けモルタル ｔ=36・42・49・70 ｍ2 300

工　　　種

≪工　事　概　要≫

吹付けモルタル　ｔ=36・42・49・70 ｍ2 300
技術提案 コンクリート24-8-25N（膨張材） ｍ3 599

炭素繊維シート巻立て工（20基中13基）　 ｍ2 372
アスファルト舗装工　ｔ＝50～100　　 ｍ2 589

構造物取り壊し 構造物撤去工　 式 1
排水構造物工　 式 1
橋梁付属物工　排水管設置　VP200 ｍ 396
コンクリート保護工 ｍ2 2537

（９）施工条件 施工条件
１．　本工事の下記に示す橋脚については、海岸保全区域内の掘削
　　となる為、風浪期（6月1日～10月20日）の施工は原則として行わ
　　ないこと。
構造物取り壊し工
1.　　本工事におけるコンクリート構造物の取壊し機種は、下記を考え
　　ている。 
　　　　　　　コンクリート圧砕機
　　なお、現場状況等により、これにより難い場合は監督職員と協議し
　　なければならない。
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≪技術提案実施事項≫

技術提案書における、施工上配慮すべき事項「コンクリート巻立ての品質向上」について

材料および配合についての工夫・提案

　補強コンクリート打設後における収縮クラック発生の軽減のため、収縮抑制剤（膨張材)の利用
配合：２４－８－２５（普通セメント・膨張材添加）

使用材料 低添加型コンクリート用膨張材　太平洋ハイパーエクスパン（構造用）

国土交通省　新技術評価技術　ＮＥＴＩＳ登録番号　ＱＳ－０２００３３
太平洋マテリアル株式会社
標準混和量　２０ｋｇ／ｍ３　　荷姿　２０ｋｇ／袋

施工方法についての工夫・提案

鉄筋の継手方法について 品質の確保において天候等の影響が比較的少なく 安定している機械　鉄筋の継手方法について、品質の確保において天候等の影響が比較的少なく、安定している機械
継手の採用

使用材料 　タフネジバー　ＪＩＳ　Ｇ　３１１２　鉄筋コンクリート用棒鋼に適合する熱間圧延異形棒鋼
エポキシグラウト継手（ダブルカートリッジ方式）
共英製鋼株式会社
別添資料参照

作業資格 　エポキシグラウト継手の作業は、施工現場に納入するグラウト材に応じて共英製鋼㈱
による技術講習を受講し、継手作業資格認定証を取得した者が行います。
詳細については「継手作業資格者施工要領書」を別途提出します。

継手試験 　試験の実施は、エポキシグラウト継手施工管理者が継手工事の開始前に実施します。
試験体は鉄筋の種類・サイズ毎に継手試験体３本を作製して引張試験を行います。
引張試験はＪＩＳＺ２２４１「金属材料引張試験法」に準じます。
詳細については「継手作業資格者施工要領書」を別途提出します。
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≪１．【場所】ライナー土留め工法の検討≫

ＶＥ活動として実施

≪機能定義≫
コンクリ ト巻き立て用の先行手摺足場が組み立てることができる

道路幅員の確保

ライナー反力の確保

中電ケーブル埋設

・コンクリート巻き立て用の先行手摺足場が組み立てることができる
　土留めを確保する。

≪現行案の問題点 （矩形ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ工法）≫
・施工性に欠陥がある。（ライナー反力の確保が必要）
・材料費・施工費が高い。（ライナー材、施工日数の組立・撤去で5日間必要）
・道路幅員が狭い（標準サイズのため範囲が限定）

≪代替案≫
・円形ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ材の使用（範囲を狭める）
・軽量鋼矢板工法（地下埋設ケーブルに影響）
・L型擁壁工法（ライフサイクルでベスト）
・モルタル吹付け工法（構造計算で不可）

≪ＶＥ点（L型擁壁工法の採用）≫
・施工性が良い、工期短縮（二次製品で施工日数が設置、撤去で2日間）
・材料費・施工費でコストダウン
・有効幅員を確保（車両の幅を1ｍ拡幅）

≪実施効果≫
L型擁壁の場合 矩形ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄの場合

据付・撤去費　220,000 据付・撤去費　710,000
材料費　453,000 材料費　1,685,000
処分費　40,000 処分費　86,000
維持管理費　69,000 維持管理費　69,000
合計　782,000 合計　2,550,000

　ＣＤ率　69.33％ ＣＤ額　1,768,000円

道路幅員の確保

ライナー反力の確保

中電ケーブル埋設
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検討理由
１．  　地元の望月自動車工業様から、修理車両を工場に入れる関係でP89（上り線）の床堀り幅をできる限り狭くしてほし
　　　いとの要望があり検討しました。
２．  　作業手順が保全区域の関係で下り線の施工を先行しているため、ライナープレート工法では下り線側の地盤反力を
　　　確保する、大型土のう等を設置しないと施工が困難となっていました。
３．  　土留め方法を検討した結果、既設橋脚基礎に接近して地中埋設ケーブルがあり、フーチング面の上で施工できる
　　　プレキャストＬ型擁壁の土留め工法を採用することが施工費のコストダウン、工程短縮、地域要望に合致していました

中電ケーブル埋設

ライナ 反力用大型土のう

L型擁壁

矩形ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

道路幅員の確保

フーチング面上で施工が可能

中電ケーブル埋設

ライナー反力用大型土のう

L型擁壁

矩形ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

L型擁壁設置完了

矩形ライナ の掘削位置 5

道路幅員の確保

フーチング面上で施工が可能

中電ケーブル埋設

ライナー反力用大型土のう

L型擁壁

矩形ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

L型擁壁設置完了

矩形ライナーの掘削位置



≪２．【構造】既設橋脚に対する吹付モルタル厚さの状況≫
工法の説明
　吹付けモルタルを用いた橋脚の耐震補強工法です。既存橋脚の１面に補強鉄筋を配置し
それを覆うように非常に緻密な組織構成をもつ特殊モルタルを吹付ける工法です。
特殊モルタル中にはビニロンメッシュを貼付け乾燥収縮によるひび割れ防止を図っています。

既設橋脚面との隙間は5mm～15mm程度発生する。
最低かぶり20mm モルタル表面位置
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協議の経緯

　高架下の側道（町道側）は、建築限界（車道幅）を確保するため、「巻き立て用（帯筋）＋特殊モルタル（最低かぶり
20ｍｍ）」を確保する吹付けモルタル工法となっています。しかし、既設の橋脚形状によって帯筋が躯体から離れて
しまう箇所が発生し、設計厚さでは鉄筋の最低かぶりを確保できません。
構造上、最低かぶり厚さが20mm必要ですので、特殊モルタルの材料費にコストアップが生じてしまいました。
既設躯体形状による協議をしました.が、以前からの同じ工事で協議がないことで受け付けてもらえませんでした。
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≪３．【安全】地域貢献と安全対策の工夫≫　

　積極的なふれあい活動(公共工事に対するイメージアップ）を実施しました。
・地域のこどもたちに、公共工事に対しての理解と建設機械の操作方法を学び、さらに地元住民との

・足場板の代替品として、高密度ポリエチレン製の角目ネット「トリカルネット」を採用しました。
　軽量なので取り扱いが容易です。縦・横方向の強度が均一で衝撃に強いネットです。
　プラスチックネットなので現場での加工が容易で作業性が良好で、コストダウンを可能にしました。
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・吹付けモルタルやコンクリート保護工作業で海からの強風にあおられて、モルタル、粉塵、塗料等が住宅や道路
　に飛散する恐れがあり、飛散防止対策と安全確保のため、メッシュネット周りにに防炎シート材で養生をしました。
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≪あとがき≫

  蒲原高架橋の橋脚耐震補強工事は、平成13年から進められ、総延長2,611ｍ　橋脚基数144基
となります。　今回の施工をもって144基の耐震化はすべて完了しました。
本工事では、本文に記載しきれない多くの制約や技術的な問題がありました。特に近隣への環境
に関しての配慮は、かなり複雑にありました。住民が以前から実施されてきた施工状況や振動・
騒音の問題、粉塵の飛散等、過去の情報や体験が意識にあったことによります。
  安全に関しても、台風が3回にわたって接近したため、その安全対応にかなりの労力や費用が
発生しました。また、残念だったことは、最終の設計変更の内容が確定した時期が工期の末で
あったことから、正確な数量や積算の根拠付けに対して、予算の立て直しが困難な時期と重なり、
第2回の設計変更に対する発注者の積算額と当社の実施額にかなりの差額が生じ、最終請負
金額に対して当社実行予算が大幅に上回ってしまいました。今後は、このように会社に与える損出
を出さないよう、発注者との協議を正確に行い、目的に合致した安心・安全な構造物を構築して行き
たいと思います。
  最後になりましたが、発注者である国土交通省　中部地方整備局　静岡国道事務所や設計委託
業者と施工請負業者が一体となって、この18ヶ月間厳しい環境の中で無事故・無災害で工事を
完成できたことは、適切な指示や指導があったことと感謝をし、お礼申し上げます。有難うございました。
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